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巻
　
頭
　
言

　

前
橋
城
は
、
天
正
一
八
年
（
１
５
９
０
）、
徳
川
家
康
の
江
戸
入
府
に
と
も
な
っ
て
、
平
岩
親
吉
が
入
る
こ
と
で
、
近

世
城
郭
と
し
て
整
備
が
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
慶
長
六
年
（
１
６
０
１
）
酒
井
雅
楽
頭
重
忠
が
川
越

か
ら
入
り
、
以
後
一
五
〇
年
に
わ
た
る
酒
井
家
の
前
橋
城
整
備
が
始
ま
り
ま
す
。
前
橋
城
は
、
ま
さ
に
酒
井
雅
楽
頭
家
の

城
で
あ
っ
た
の
で
す
。
本
書
は
、
酒
井
雅
楽
頭
家
に
伝
世
さ
れ
、
菩
提
寺
の
龍
海
院
に
納
め
ら
れ
た
前
橋
城
に
か
か
る
絵

図
を
中
心
と
し
て
、
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
全
貌
が
公
に
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
正

五
年
（
１
９
１
６
）
に
開
設
さ
れ
た
前
橋
市
立
図
書
館
が
、
こ
れ
ま
で
収
集
し
て
き
た
前
橋
城
関
連
資
料
も
合
わ
せ
て
公

表
す
る
も
の
で
、
こ
れ
も
、
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
わ
ず
か
に
そ
の
面
影
を
残
す
再
築
前
橋
城
は
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
）
に
竣
工
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
群
馬

県
庁
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
初
め
、
最
も
華
や
か
な
時
代
の
前
橋
城
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た

絵
図
で
し
か
、
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
前
橋
市
教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
資
料
を
末
永
く
保
存
し
、
前
橋
市
の
為
に
活
用
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
図
録
も
そ
の
一
環
と
い
え
ま
す
。

　

本
図
録
が
広
く
多
く
の
皆
さ
ん
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
巻
頭
言
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
九
年
七
月
三
日

前
橋
市
教
育
委
員
会

教
育
長　

塩
﨑
政
江
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例
言
・
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例

一
、
本
書
は
、
前
橋
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
前
橋
城
に
関
係
す
る
絵
図
を
集
成

し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
二
七
年
度
の
前
橋
市
重
要
文
化
財
の
新
指
定
「
前
橋

藩
酒
井
家
前
橋
城
絵
図　

附　

上
野
国
絵
図
ほ
か
関
係
資
料
」
の
指
定
を
記
念

し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
書
で
使
用
し
た
資
料
名
は
、
昭
和
五
五
年
に
龍
海
院
か
ら
、
前
橋
市
が
購

入
し
た
際
に
調
査
し
た
名
称
及
び
番
号
（
酒
井
〇
―
〇
）
を
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
前
橋
市
立
図
書
館
が
独
自
に
収
集
し
た
資
料
に
は
、
歴
史
資
料
と
し
て

（
ｋ
２
２
２
―
〇
）
の
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。

三
、（
酒
井
〇
―
〇
）
の
表
記
が
あ
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
八
年
三
月
一

五
日
付
け
で
前
橋
市
の
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
。

四
、
絵
図
の
寸
法
は
縦
×
横
（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
で
表
記
し
て
い
る
。

五
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
は
後
世
の
補
修
、
表
装
の
た
め
当
初
の
状
況
を
ほ
と
ん
ど

残
し
て
い
な
い
。
寸
法
に
つ
い
て
は
現
在
の
寸
法
を
基
本
と
し
た
。

六
、
本
書
の
編
集
、
執
筆
は
、
前
橋
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
保
護
課
が
行

い
、
文
責
は
す
べ
て
同
課
に
あ
る
。
ま
た
、
絵
図
の
撮
影
は
、
た
つ
み
写
真
ス

タ
ジ
オ
に
よ
る
。

七
、
本
書
の
作
成
に
当
た
り
、
本
市
文
化
財
調
査
委
員
岡
田
昭
二
氏
、
群
馬
県
立

文
書
館
、
前
橋
市
立
図
書
館
に
は
多
大
な
る
ご
厚
意
と
ご
協
力
を
賜
っ
た
。

　

ま
た
、
所
有
絵
図
の
画
像
の
使
用
に
つ
い
て
快
諾
を
い
た
だ
い
た
龍
海
院
過
外

章
道
御
住
職
、
田
代
美
和
氏
、
印
東
健
夫
氏
に
記
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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⑴
　
現
存
す
る
最
古
の
前
橋
城
絵
図

1. 前橋城絵図（酒井1-9）206×205



3

1-1（付箋部分）

1-2（付箋の下の絵図）

1-1, 2



4

1-3（右下の凡例）

1-4（下条曲輪）



5

1-6（三の丸）

1-5（本丸）

1-8（大手門）

1-7（車橋門）

1-3

1-4

1-
5 1-

6

1-7 1-8
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2. 前橋城絵図（酒井1-1）130.5×132.5

⑵
　
城
普
請
に
係
る
絵
図
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3. 前橋城絵図（酒井1-2）56×70
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4. 前橋城絵図（酒井1-10）94×85
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5. 前橋城絵図（酒井1-13-1）111×94



10

6. 名倉八兵衛見分之新堀絵図（酒井1-5）121×239

⑶
　
利
根
川
の
瀬
替
え
に
係
る
絵
図



11

6 -2

6-4

6-3
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6-1（表題）

6-3（制水施設） 6-2（新川見立場）

6-4（対岸の総社領）
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7. 前橋城絵図（酒井1-13-3）177×152



14

8. 前橋城絵図（酒井1-12-1）129×133.5



15

9. 前橋城図（酒井1-12-2）119.5×118



16

10. 前橋城（酒井1-13-2）81.5×83



17

11. 前橋城（酒井1-12-3）117×117



18

12. 前橋侍屋敷之図（酒井1-3）93×133

⑷
　
城
下
絵
図
及
び
上
野
国
絵
図
他



19



20

12-1（本丸と二之丸）

12-1

12-2

12-3
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12-2（藩校・求知堂）

12-3（侍屋敷と長屋）



22

13. 前橋外曲輪御絵図（酒井1-4）105×152
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24

13-3（大手口の札の辻） 13-2（龍海院とその西の寺院群）

13-4（現在の三河町の寺院群）



25

13-1（大渡の渡し場と番屋）

13-5（天川二子山古墳）13-6（東道と真正の渡し）

13-1

13 -2

13 -3

13-4

13-5
13-6
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14. 上野国絵図（酒井1-8）366×574
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28

14-1（前橋城下と勢多郡の村々）

14-1 14-2

14-3

14-4
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14-4（玉村五料の渡し付近）

14-2（伊勢崎城付近）

14-3（旧勢多郡大胡町・三夜沢付近）
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15. 前橋領図（酒井1-7-1）179×124
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16. 前橋領図（酒井1-7-2）178×120.5
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17. 前橋領図（酒井1-7-3）168.5×115
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18. 対馬守御陣屋絵図（酒井1-14）127×138
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19. 前橋城図（k222136-4）84.5×60



35

20. 前橋城図（k222136-7）104.5×80





２
．
松
平
大
和
守
時
代
の
城
絵
図
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21. 前橋城絵図　72×51.5

⑴
　
前
橋
入
府
時
の
前
橋
城
絵
図
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22. 前橋城絵図（k222136-9）69×66.5



41

24. 前橋城絵図部分（k222136-11））33×67.3

23. 前橋城絵図部分（k222136-5）34×67.5



42

25. 前橋城絵図（k222136-13）114×104

⑵
　
川
越
移
城
の
頃
の
前
橋
城
絵
図



43
27. 前橋城侍屋敷図（k222140）83.5×115.5

26. 松平家前在城当時前橋城図（k222136-8）77.5×105



44

28. 前橋城御築城地割図（k222154）105×85



45

29. 前橋城周辺地図（k222397）74×75.7

⑶
　
再
築
前
橋
城
絵
図



46

30. 再築前橋城絵図（k222136-1）42.5×45



47

31. 再築前橋城絵図（k222136-3）136×77.5



48

32. 再築前橋城図（k222152）147×127



３
．
書
き
写
さ
れ
た
城
絵
図





51

33. 前橋城絵図（k222136-10）83.5×59.5

⑴
　
昭
和
初
年
に
前
橋
図
書
館
に
よ
り
書
き
写
さ
れ
た
城
絵
図
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34. 前橋城図（k222136-6）122.5×113.5



53

35. 前橋城住屋敷図（k222136-12）128×102.5



54

36. 前橋城再築計劃図（k222155）112×92.5



55

37. 上野国群馬郡前橋新御築城絵図（k222136-2）44×59.2



56

40. 厩橋城絵図（k222156）36.5×157

38. 総社城図（k222395）126.6×96



57

39. 総社城之図（k222394）78×54.5

41. 蒼海城図（k222393）81.5×76



58

42. 前橋城周辺地図（Ｋ222398）157.5×108.2



59

43. 前橋城陣屋之図（k222-86）105×75.7



60

44. 前橋城絵図（参考）204×198

⑵
　
前
橋
市
史
編
纂
事
業
で
書
き
写
さ
れ
た
前
橋
城
絵
図
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45. 前橋城絵図（酒井２）271×245



62

解
　
説

１
．
酒
井
雅
楽
頭
家
の
城
絵
図

⑴
　
現
存
す
る
最
古
の
前
橋
城
絵
図

１
．
前
橋
城
絵
図
（
酒
井
１
―
９
）
２
０
６
×
２
０
５

　

現
存
す
る
前
橋
城
絵
図
の
中
で
最
も
古
い
絵
図
で
あ
る
。
地
図
の
右
下
に
は
、
図
上
の
彩

色
の
凡
例
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
１
―
３
）。

　
　

此
印
東
西
五
百
八
拾
七
間　

内
川
原
五
拾
四
間

　
　

此
印
南
北
五
百
六
拾
三
間

　
　

壱
分
壱
間
但
壱
間
ハ
六
尺
間

　
　

小
路
ハ
朱

　
　

御
土
居
ハ
ろ
く
せ
う
（
緑
青
）

　
　

御
堀
は
あ
い
ろ
う
（
藍
色
）

　
　

屋
敷
境　

す
三
筋

　

水
路
・
濠
の
藍
色
、
道
が
朱
色
、
土
塁
の
緑
と
白
壁
が
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

図
中
に
、
朱
の
丸
印
、
朱
の
丸
点
を
記
す
こ
と
に
よ
り
東
西
、
南
北
の
距
離
を
間
数
で
示
し

て
い
る
。

　

絵
図
に
は
、
城
内
の
門
や
櫓
、
橋
な
ど
の
主
な
構
造
物
も
鮮
明
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
曲
輪
内
に
は
、
家
臣
の
氏
名
と
屋
敷
割
、
屋
敷
の
坪
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

利
根
川
沿
い
に
南
北
に
連
な
る
高
浜
丸
、
本
丸
、
二
の
丸
、
御
厩
曲
輪
に
は
本
丸
の
三
階

櫓
と
五
基
の
隅
櫓
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
丸
か
ら
続
く
隅
櫓
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
車
橋
門
脇
の
櫓
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

１
―
１
は
高
浜
丸
の
北
に
貼
ら
れ
た
別
紙
に
よ
る
付
箋
。「
従
先
年
酉
八
月
十
四
日
迄
こ

こ
を
欠
く
」
と
書
か
れ
、「
こ
の
間
、
四
拾
九
間
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　

１
―
２
は
付
箋
（
１
―
１
）
の
下
の
部
分
。
浸
食
さ
れ
る
前
の
道
や
堀
な
ど
が
描
か
れ
て

い
る
。

　

１
―
３
は
絵
図
右
下
の
凡
例
部
分

　

１
―
４
は
城
南
端
部
の
下
条
曲
輪
。「
下
条
曲
輪　

御
塩
焇
蔵
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
、
後

に
冷
泉
院
曲
輪
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

１
―
５
は
本
丸
周
辺
。
三
階
櫓
の
本
丸
が
描
か
れ
利
根
川
に
沿
っ
て
、
櫓
が
描
か
れ
て
い

る
。
た
だ
、
本
丸
か
ら
続
く
櫓
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

１
―
６
は
二
の
門
、
三
の
門
周
辺
。
そ
れ
ぞ
れ
、
馬
出
、
枡
形
を
備
え
た
長
屋
門
が
描
か

れ
て
い
る
。

　

１
―
７
は
車
橋
門
。
巨
大
な
長
屋
門
が
描
か
れ
て
い
る
。
北
側
の
折
れ
に
は
ま
だ
、
櫓
が

描
か
れ
て
い
な
い
。

　

１
―
８
は
大
手
門
周
辺
。
車
橋
門
と
同
様
な
巨
大
な
長
屋
門
で
、
描
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
東
側
に
小
さ
く
「
大
手
口
」
と
記
さ
れ
た
小
さ
な
門
が
描
か
れ
て
い
る
。
大
手
門
口
に

は
最
初
冠
木
門
が
あ
っ
た
と
『
直
泰
夜
話
』
に
は
あ
る
。

⑵
　
城
普
請
に
係
る
絵
図

２
．
前
橋
城
絵
図
（
酒
井
１
―
１
）
１
３
０
・
５
×
１
３
２
・
５

　

絵
図
の
右
下
に
は

　
　

前
橋
城
今
度
土
手
所
々
崩
候
并
土
手
之
土
堀
江

　
　

流
候
儀　

本
丸
西
之
方
櫓
壱
ヶ
所
外
曲
輪
櫓
壱
ヶ
所

　
　

新
規
ニ
立
申
度
覚

　
　

一　

本
丸
土
手
八
ヶ
所
崩
申
候
事

　
　

一　

二
丸
土
手
弐
拾
壱
ヶ
所
崩
申
候　

内
五
ヶ
所
門
脇
土
手
尓
而
御
座
候
事

　
　

一　

三
丸
土
手
拾
四
ヶ
所
崩
申
候　

内
五
カ
所
者
門
脇
土
□
□
□
御
座
候
事

　
　

一　

外
曲
輪
土
手
五
拾
六
ヶ
所
崩
申
候　

内
八
ヶ
所
者
門
脇
土
手
ニ
而
御
座
候
事

　
　
　
　

都
合
土
手
九
拾
九
ヶ
所
崩
申
候

　
　

一　

二
丸
水
敲
土
手
五
ヶ
所　

三
丸
水
敲
土
手
七
ヶ
所
外
曲

　
　
　
　

輪
水
敲
土
手
三
拾
弐
ヶ
所
合
四
拾
四
ヶ
所
崩
申
候
事

　
　

一　

崩
候
所
之
土
手
之
土
堀
江
落
候
間　

浚
申
度
事
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一　

本
丸
西
之
方
櫓
壱
ヶ
所
外
曲
輪
巽
之
方
櫓
壱
ヶ

　
　
　
　

所
以
上
二
ヶ
所
新
規
ニ
立
申
度
事

　
　

右
之
通
以
連
々
普
請
仕
度
奉
存
候
御
奉
出
申
請
度
候　

以
上

　
　
　

寛
文
六
午
年
九
月
十
六
日　
　
　
　
　

酒
井
雅
楽
頭

　

と
あ
り
、
酒
井
家
文
書
「
寛
文
六
年
十
月
四
日
付
け
老
中
連
署
奉
書
（
文
書
番
号
０
３
２

―
０
４
８
）」
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
奉
書
に
係
る
城
普
請
の
手
控
え
及
び

添
付
図
面
の
控
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
図
面
の
稚
拙
さ
や
、
文
字
の
筆
致
の
弱
さ
な
ど
か

ら
判
断
し
て
、
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
本
絵
図
に
は
、
七
カ
所
の
櫓
が
描
か
れ
て
お
り
、
お

そ
ら
く
、
現
存
し
な
い
元
本
に
は
、
新
規
建
設
予
定
の
櫓
と
、
既
存
の
櫓
に
は
明
瞭
な
表
記

の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
想
像
で
き
る
。

３
．
前
橋
城
絵
図
（
酒
井
１
―
２
）
５
６
×
７
０

　
　

絵
図
の
左
下
隅
に

　
　

前
橋
城
今
度
土
手
崩
候　

并
堀
埋
申
候
覚

　
　

一　

本
丸
土
手
二
ヶ
所
崩
申
候
所
朱
星
仕
注
間
敷
候

　
　

一　

外
曲
輪
門
脇
石
垣
一
ヶ
所
崩
申
所
朱
星
仕
注
間
敷
候

　
　

一　

同
堀
三
ヶ
所
埋
申
候
所
朱
星
仕
候

　
　
　

右
之
通
以
連
々
普
請
仕
度
奉
存
候
以
上

　
　
　
　

延
寳
四
辰
年
九
月
十
九
日　
　
　
　

酒
井
雅
楽
頭

　

と
あ
り
、
酒
井
家
文
書
の
「
延
宝
四
辰
年
九
月
二
三
日
付
け　

城
普
請
之
奉
書
老
中
連
署

奉
書
（
文
書
番
号
０
３
２
―
０
５
０
）」
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
城
普
請
に
係
る

申
請
書
の
控
と
考
え
ら
れ
る
。

４
．
前
橋
城
絵
図
（
酒
井
１
―
10
）
９
４
×
８
５

　

絵
図
の
右
下
に

　
　

此
朱
筋
之
通　

用
水
為
掘
申
度
奉
存
候
以
上

　
　

貞
享
四
卯
年
八
月
十
三
日　
　

酒
井
河
内
守

　

と
あ
り
、
図
面
に
は
、
柏
木
門
前
の
堀
か
ら
嶋
田
曲
輪
を
抜
け
伯
耆
曲
輪
か
ら
大
手
門
に

抜
け
る
線
と
、
三
の
曲
輪
北
の
堀
か
ら
三
の
曲
輪
を
通
り
下
条
曲
輪
柿
ノ
宮
門
へ
抜
け
る
線

が
新
た
に
用
水
新
設
を
行
う
予
定
線
と
し
て
、
朱
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
朱
筋
の
終
点
に
は

新
規
堀
の
仕
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

此
朱
筋
之
通
長
サ
五
百
四
拾
三
間
但
西
之
方
之
横
筋
并
橋
之
樋
井
ニ
廣
サ
弐
尺
五
寸
ゟ

壱
尺
五
寸
迄
深
サ
弐
尺
五
寸
ゟ
三
尺
迄
土
留
野
つ
ら
石
橋
之
樋
者
四
寸
四
方

　

と
あ
る
。

　

こ
の
申
請
に
係
る
許
可
書
の
老
中
奉
書
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

５
．
前
橋
城
絵
図
（
酒
井
１
―
13
―
１
）
１
１
１
×
９
４

　

絵
図
の
右
下
隅
に
前
橋
城
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
文
字
の
記
載
は
無
い
。
絵
図
全

体
の
構
図
は
、
４
図
（
酒
井
１
―
10
）
に
似
る
。
城
の
北
に
描
か
れ
て
い
る
広
瀬
川
の
描
き

方
や
風
呂
川
の
描
き
方
、
さ
ら
に
は
風
呂
川
の
脇
に
は
風
呂
川
か
ら
分
か
れ
た
支
流
が
描
か

れ
て
い
る
。
門
や
櫓
、
塀
な
ど
の
構
造
物
は
、
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
車
橋
門
前

や
柳
原
門
、
坪
呂
岩
門
の
間
の
堀
の
中
央
に
は
朱
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

⑶
　
利
根
川
の
瀬
替
え
に
係
る
絵
図

６
．
名
倉
八
兵
衛
見
分
之
新
堀
絵
図
（
酒
井
１
―
５
）
１
２
１
×
２
３
９

　

蛇
行
し
て
流
下
す
る
利
根
川
の
も
っ
と
も
大
き
く
蛇
行
し
た
部
分
を
中
央
と
し
て
描
か
れ

る
。
本
城
部
分
は
崖
線
が
描
か
れ
、
堀
の
み
鼠
色
の
別
紙
が
貼
ら
れ
「
堀
」
と
墨
書
さ
れ
て

い
る
。
門
、
櫓
な
ど
の
構
造
物
は
一
切
描
か
れ
て
い
な
い
。
利
根
川
が
最
も
大
き
く
蛇
行
し

た
川
の
流
路
を
直
線
と
す
る
新
川
の
計
画
線
も
鼠
色
の
別
紙
で
表
現
さ
れ
、
そ
の
上
に
「
新

川
見
立
之
場　

長
弐
百
五
拾
間　

横
三
拾
間
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
左
岸
側
、
大
渡
船
場

と
墨
書
さ
れ
た
上
下
流
に
は
制
水
構
造
物
に
あ
た
る
「
か
こ
た
し
」、「
わ
く
籠
出
し
」
な
ど

が
、
五
箇
所
、
茶
の
色
紙
が
貼
ら
れ
た
上
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
付
箋
で
、

　

此
出
し
当
分
ハ
五
所
ニ
仕
候
得
共
御
普
請　

仕
懸
り
候
ハ
バ
段
々
相
ふ
や
し　

出
シ
数
多

仕
候
儀
可
有
御
座
由
申
候　

長
幅
之
儀
者
御
普
請
仕
不
懸
候
ヘ
ハ
相
知
不
申
候
由
申
候

　

と
あ
る
。
右
岸
側
に
は
、
崖
線
が
描
か
れ
、
そ
の
上
に
茶
色
の
別
紙
が
貼
ら
れ
、

　
　

道
よ
り
か
け
際
迄
検
地
之
場
所　

惣
社
領
田
畑　

長　

三
百
拾
八
間　

横　

六
拾
間
但　

出
入
□　

此
惣
坪　

壱
万
九
千
坪　

内
四
千
八
百
九
拾
坪　

田　

壱
万
四
千
百
拾
坪　

畑

　

と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
茶
の
紙
の
西
側
に
は
や
や
、
淡
い
茶
色
で
、
道
が
描
か

れ
、
道
の
西
側
に
は
「
高
崎
領
」
と
墨
書
が
あ
る
。

　

当
初
、
本
絵
図
の
表
題
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
裏
打
ち
紙
の
下
に
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

６
―
１
は
裏
打
ち
紙
を
通
し
て
確
認
で
き
た
絵
図
の
表
題
「
名
倉
八
兵
衛
見
分
之
新
堀
絵

図
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

６
―
２
は
新
堀
部
分
。
灰
色
の
別
紙
で
、
新
川
計
画
線
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に

「
新
川
見
立
之
場　

長
弐
百
五
拾
間
横
三
拾
間
」
と
あ
る
。

　

６
―
３
は
蛇
行
部
の
上
流
側
、
新
川
の
計
画
の
上
流
に
描
か
れ
た
「
か
ご
だ
し
」「
わ
く

籠
だ
し
」
の
表
記
で
あ
る
。
茶
の
別
紙
が
貼
ら
れ
、
そ
の
上
に
墨
書
が
あ
る
。

　

６
―
４
は
蛇
行
部
の
対
岸
。
旧
総
社
秋
元
領
で
、
寛
永
一
〇
年
（
１
６
６
３
）
に
秋
元
氏

が
甲
斐
谷
村
へ
の
転
封
に
伴
っ
て
廃
藩
。
後
に
高
崎
領
と
な
る
。

７
．
前
橋
城
絵
図
（
酒
井
１
―
13
―
３
）
１
７
７
×
１
５
２

　

全
体
に
淡
い
褐
色
の
色
調
で
、
道
路
部
分
は
や
や
黄
色
味
が
強
く
、
橙
に
近
い
著
色
が
施

さ
れ
て
い
る
。
描
写
さ
れ
て
い
る
範
囲
は
利
根
川
大
渡
の
渡
し
か
ら
下
流
、
下
条
曲
輪
ま
で

で
あ
る
。
虎
ヶ
渕
を
大
き
く
浸
食
す
る
利
根
川
を
描
い
て
い
る
。
風
呂
川
と
利
根
川
と
が
最

も
近
づ
く
箇
所
に
は
蛇
籠
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
利
根
川
の
対
岸
に
は
、
旧
総
社
領
の

崖
線
が
描
か
れ
、
虎
ヶ
渕
の
対
岸
の
崖
線
下
に
は
、
薄
い
線
で
、
蛇
行
部
を
直
線
と
す
る
新

川
の
計
画
線
と
思
わ
れ
る
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。
城
の
内
部
の
構
造
物
は
詳
細
に
描
か
れ
、

門
の
名
称
、
曲
輪
名
な
ど
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
付
箋
で
、
利
根
川
ま
で
の
間
数
等

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

蛇
行
に
よ
り
、
虎
ヶ
渕
を
大
き
く
浸
食
し
て
い
る
利
根
川
の
流
路
を
変
更
す
る
た
め
の
計

画
図
面
と
推
定
さ
れ
る
。

　

風
呂
川
と
分
岐
す
る
用
水
が
描
か
れ
て
お
り
、
貞
享
年
間
の
城
絵
図
と
似
て
い
る
が
、
本

図
は
利
根
川
の
虎
ヶ
渕
へ
の
浸
食
が
よ
り
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。

８
．
前
橋
城
絵
図
（
酒
井
１
―
12
―
１
）
１
２
９
×
１
３
３
・
５

　

前
橋
城
を
中
心
と
し
て
、
大
き
く
蛇
行
し
、
虎
ヶ
渕
を
浸
食
す
る
利
根
川
を
描
い
て
い

る
。
ま
た
、
蛇
行
部
を
直
線
で
結
ぶ
新
川
の
計
画
線
が
城
の
上
流
部
の
蛇
行
部
に
記
入
さ
れ

て
い
る
。

　

城
中
心
部
の
描
き
方
は
、
堀
、
水
路
は
藍
色
、
道
は
橙
、
土
塁
は
緑
、
土
塁
上
の
土
塀
は

黒
と
白
で
著
食
さ
れ
て
い
る
。
城
内
の
構
造
物
は
、
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

文
字
は
、
各
曲
輪
名
、
侍
屋
敷
の
記
載
の
み
で
あ
る
。
城
の
北
を
流
れ
る
風
呂
川
は
一
本

の
み
広
瀬
川
に
沿
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

９
．
前
橋
城
図
（
酒
井
１
―
12
―
２
）
１
１
９
・
５
×
１
１
８

　

全
体
の
構
図
は
、
８
図
と
同
じ
で
あ
る
。
８
図
で
、
虎
ヶ
渕
の
蛇
行
部
に
引
か
れ
て
い

た
、
新
川
の
計
画
線
上
に
新
川
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
下
流
側
で
、
下
条
曲

輪
、
冷
泉
院
曲
輪
を
浸
食
し
て
い
る
利
根
川
の
蛇
行
部
に
、
新
川
の
計
画
線
が
記
入
さ
れ
て

い
る
。
虎
ヶ
渕
の
浸
食
さ
れ
た
崖
線
、
二
の
曲
輪
の
北
西
隅
櫓
、
冷
泉
院
曲
輪
の
崖
線
に
は

朱
線
が
引
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
墨
書
が
施
さ
れ
て
い
る
。
虎
ヶ
渕
崖
線
に
は

　
　

此
所
五
六
十
年
以
来
段
々
闕
入
申
候
侍
屋
敷
十
弐
間　

寺
弐
箇
寺
闕
落
只
今
者
河
原
ニ

相
成
候

　

二
の
曲
輪
北
西
隅
櫓
跡
に
は
、

　
　

此
櫓
櫓
下
切
崩
年
々
闕
入
櫓
傾
危
相
見
申
候
付
寳
永
三
年
奉
願
櫓
畳
候
而
櫓
下
長
拾
五
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間
高
七
尺
石
垣
仕
差
置
度
地
形
落
付
候
時
分
櫓
如
元
建
申
度
由
申
上
候
処
願
之
通
被　

仰
出
候
其
節
櫓
下
石
垣
ニ
申
付
置
候
未
櫓
者
建
不
申
候

　

と
あ
る
。

10
．
前
橋
城
（
酒
井
１
―
13
―
２
）
８
１
・
５
×
８
３

　

櫓
、
門
な
ど
の
構
造
物
は
、
描
か
れ
る
こ
と
な
く
色
彩
の
み
で
凡
例
で
示
さ
れ
て
い
る
。

広
瀬
川
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
虎
ヶ
渕
を
浸
食
し
て
い
た
利
根
川
の
本
流
を
西
側
に
瀬
替
え

す
る
こ
と
に
成
功
す
る
が
、
高
浜
曲
輪
へ
、
直
接
支
流
が
当
た
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
高

浜
曲
輪
の
北
西
隅
の
櫓
は
櫓
台
も
浸
食
さ
れ
消
滅
し
て
い
る
。

11
．
前
橋
城
（
酒
井
１
―
12
―
３
）
１
１
７
×
１
１
７

　

櫓
、
門
な
ど
の
構
造
物
は
、
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
曲
輪
内
は
侍
屋
敷
と
の
記
載
が

あ
る
。
利
根
川
の
本
流
が
、
高
浜
曲
輪
を
直
接
浸
食
し
、
曲
輪
の
一
部
が
崩
落
し
て
い
る
。

⑷
　
城
下
絵
図
及
び
上
野
国
絵
図
他

12
．
前
橋
侍
屋
敷
之
図
（
酒
井
１
―
３
）
９
３
×
１
３
３

　

旧
大
胡
城
の
城
下
を
描
い
て
い
る
。
大
胡
城
は
元
和
二
年
（
１
６
１
６
）
に
、
城
主
で

あ
っ
た
牧
野
氏
の
越
後
転
封
に
よ
り
前
橋
藩
の
藩
領
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
重
臣
高
須
隼
人
に

預
け
ら
れ
た
と
い
う
。
本
絵
図
に
は
、
城
内
の
建
物
は
石
垣
等
を
除
い
て
、
既
に
無
く
、
元

禄
一
三
年
（
１
７
０
０
）
に
第
五
代
藩
主
忠
挙
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
藩
校
「
求
知
堂
」
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
一
三
年
以
降
の
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。
堀
、
水
路
は
藍

色
、
道
は
橙
色
、
土
塀
は
緑
、
土
塁
は
茶
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
寺
院
名
、
家
臣
名

と
居
宅
の
坪
数
な
ど
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

　

12
―
１
は
大
胡
古
城
周
辺
。
既
に
建
物
は
無
く
、
石
垣
の
み
描
か
れ
て
い
る
。
大
胡
城
の

建
物
は
、
忠
挙
の
代
に
取
り
壊
さ
れ
、
前
橋
城
の
一
部
に
再
利
用
さ
れ
た
と
あ
る
。

　

12
―
２
は
藩
校
「
求
知
堂
」
の
記
載
が
あ
る
。

　

12
―
３
は
養
林
寺
の
南
西
部
分
。
家
臣
の
氏
名
と
屋
敷
割
、
坪
数
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
長
屋
と
表
記
さ
れ
た
長
方
形
の
建
物
が
三
棟
た
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

13
．
前
橋
外
曲
輪
御
絵
図
（
酒
井
１
―
４
）
１
０
５
×
１
５
２

　

昭
和
五
五
年
の
前
橋
市
文
化
財
保
護
課
の
調
査
で
は
、「
天
和
四
年
子
□
二
月
七
日
」
と

い
う
墨
書
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
確
認
で
き
な
い
。
本
城
は
輪
郭
の
み
描
か
れ
、
大

き
く
蛇
行
す
る
利
根
川
は
淡
い
藍
色
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
城
外
の
城
下
町
は
橙
色
で
著
色

さ
れ
、
町
割
り
、
道
路
、
寺
院
、
城
外
に
住
ま
う
武
家
の
氏
名
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
札
の
辻
、
町
年
寄
、
御
大
工
な
ど
の
墨
書
に
よ
る
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。
本
城
の

形
、
二
本
あ
る
風
呂
川
な
ど
か
ら
、
比
較
的
古
い
城
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
、
４
図
の
貞

享
の
城
絵
図
に
近
く
、
天
和
の
年
号
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
肯
首
で
き
る
。

　

13
―
１
は
大
渡
の
渡
し
周
辺
。
向
井
町
を
抜
け
て
、
十
五
軒
町
を
抜
け
大
渡
の
御
番
所
な

ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
先
に
大
渡
の
渡
し
場
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

13
―
２
は
龍
海
院
及
び
長
昌
寺
周
辺
。
前
橋
城
の
南
に
位
置
す
る
長
昌
寺
。
そ
の
西
側
、

利
根
川
に
接
し
て
、
正
淳
寺
が
描
か
れ
て
い
る
。
正
淳
寺
は
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
初
め
、
浄
妙

寺
と
い
い
、
寛
永
二
年
（
１
６
２
５
）
に
前
橋
に
移
り
、
貞
享
三
年
（
１
６
８
６
）
正
淳
寺

と
改
称
、
享
保
一
七
年
（
１
７
３
２
）
利
根
川
の
洪
水
に
よ
り
境
内
流
失
翌
年
榎
町
に
移
っ

た
と
あ
る
。
寺
伝
と
寺
の
改
名
時
期
が
異
な
る
が
概
ね
当
該
時
期
に
該
当
し
よ
う
。

　

13
―
３
は
大
手
門
周
辺
。
城
内
は
白
抜
き
で
堀
の
み
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。「
町
年
寄
」

「
御
札
辻
」
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。

　

13
―
４
は
現
在
も
三
河
町
一
丁
目
に
残
る
正
幸
寺
や
養
行
寺
・
隆
興
寺
周
辺
。
こ
の
周
辺

の
道
路
や
水
路
は
現
在
で
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
図
の
右
上
に
は
広
瀬
川
か
ら
分
か
れ

た
端
気
川
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

13
―
５
は
現
在
の
文
京
町
三
丁
目
四
丁
目
、
天
川
町
付
近
。
天
川
二
子
山
古
墳
が
描
か

れ
、
広
瀬
川
か
ら
分
水
さ
れ
た
端
気
川
と
さ
ら
に
分
水
し
た
橳
島
用
水
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

13
―
６
は
、
天
川
町
か
ら
南
町
、
六
供
町
を
経
て
真
正
の
渡
し
場
ま
で
の
道
筋
を
描
い
て

い
る
が
、
途
中
、
道
が
直
線
に
な
る
部
分
に
「
東
道
」
の
記
載
が
あ
る
。

14
．
上
野
国
絵
図
（
酒
井
１
―
８
）
３
６
６
×
５
７
４

　

渋
川
、
沼
田
以
北
、
高
崎
・
玉
村
地
域
の
一
部
を
欠
く
が
、
上
野
国
絵
図
で
あ
る
。
道
路

は
朱
、
河
川
は
黒
、
山
岳
は
緑
と
茶
と
鼠
色
、
社
寺
を
朱
と
茶
で
そ
れ
ぞ
れ
彩
色
し
て
表
現

し
、
利
根
川
の
渡
船
場
に
は
、
利
根
川
上
に
船
を
描
く
な
ど
、
克
明
に
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
俵
型
に
村
名
と
石
高
を
記
入
し
、
郡
毎
に
色
分
け
さ
れ
る
と
共
に
郡
毎
の
総
石
数
を
短
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冊
形
に
色
分
け
し
て
記
入
し
て
い
る
。
今
後
、
詳
細
な
検
討
が
必
要
と
な
る
が
、
現
段
階
で

は
、『
酒
井
家
資
料
』
等
の
記
載
記
事
に
よ
る
寛
文
四
年
（
１
６
６
４
）
の
、
幕
府
よ
り
前

橋
藩
主
酒
井
雅
楽
頭
忠
清
と
高
崎
藩
主
安
藤
対
馬
守
重
博
が
作
成
を
命
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
る

上
野
国
絵
図
に
関
係
す
る
絵
図
の
下
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。

　

14
―
１
は
前
橋
城
周
辺
。
城
の
東
に
八
幡
宮
、
北
に
は
龍
蔵
寺
の
建
物
が
描
か
れ
て
い

る
。
勢
多
郡
の
村
々
が
灰
色
に
著
色
さ
れ
た
小
判
形
に
石
高
、
村
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。

図
の
右
上
に
は
勢
多
郡
の
総
石
高
が
四
角
形
の
枠
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

　

14
―
２
は
伊
勢
崎
周
辺
の
部
分
図
。
伊
勢
崎
藩
は
酒
井
忠
清
の
弟
忠
能
が
寛
永
一
四
年

（
１
６
３
７
）
二
万
二
千
五
百
石
で
前
橋
よ
り
分
封
さ
れ
成
立
す
る
が
、
寛
文
二
年
（
１
６

６
２
）
に
信
州
小
諸
に
転
封
さ
れ
、
元
和
元
年
（
１
６
８
１
）
忠
挙
の
襲
封
の
時
弟
忠
寛
に

よ
り
再
び
伊
勢
崎
藩
と
な
る
ま
で
、
前
橋
領
と
な
る
。

　

14
―
３
は
大
胡
城
周
辺
と
三
夜
沢
赤
城
神
社
周
辺
部
分
図
。
大
胡
城
は
大
胡
古
城
と
な
っ

て
い
る
。
三
夜
沢
赤
城
神
社
に
は
東
西
二
つ
の
神
社
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

14
―
４
は
伊
勢
崎
玉
村
町
周
辺
部
分
図
。
利
根
川
の
本
流
は
「
五
料
の
渡
し
」
の
下
流
で

烏
川
と
合
流
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
瀬
川
と
の
合
流
点
は
「
平
塚
の
渡
し
」
の
す
ぐ
上
流
と

な
っ
て
い
る
。
利
根
川
と
烏
川
の
合
流
よ
り
下
流
で
は
、
利
根
川
が
本
流
と
支
流
二
本
描
か

れ
て
い
る
。

15
．
前
橋
領
図
（
酒
井
１
―
７
―
１
）
１
７
９
×
１
２
４

16
．
前
橋
領
図
（
酒
井
１
―
７
―
２
）
１
７
８
×
１
２
０
・
５

17
．
前
橋
領
図
（
酒
井
１
―
７
―
３
）
１
６
８
・
５
×
１
１
５

　

利
根
川
を
中
心
と
し
て
、
前
橋
、
高
崎
、
北
は
沼
田
、
南
は
藤
岡
ま
で
描
き
、
村
々
を
俵

型
に
表
し
、
藩
領
ご
と
に
色
分
け
を
し
て
い
る
。
山
岳
は
緑
と
鼠
色
、
河
川
は
藍
色
、
道
は

朱
で
描
か
れ
、
地
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
神
社
は
朱
と
茶
色
で
鳥
居
等
が
描
か
れ

て
い
る
。
ほ
ぼ
同
じ
図
幅
の
も
の
が
三
枚
あ
る
。
15
図
に
は
、
上
泉
村
の
東
に
堤
村
が
書
か

れ
て
い
る
が
、
16
・
17
図
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
な
ど
の
差
異
が
あ
る
。
17
図
は
、
本
紙
が

新
し
く
、
絵
も
稚
拙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
製
と
も
考
え
ら
れ
る
。

18
．
対
馬
守
御
陣
屋
絵
図
（
酒
井
１
―
14
）
１
２
７
×
１
３
８

　

高
崎
藩
主
安
藤
対
馬
守
家
の
陣
屋
絵
図
で
、
播
州
室
津
（
兵
庫
県
た
つ
の
市
室
津
）
と
推

定
さ
れ
る
。
酒
井
家
に
伝
世
さ
れ
た
資
料
で
、
安
藤
対
馬
守
家
と
は
、
寛
文
四
年
（
１
６
６

４
）
の
上
野
国
絵
図
作
成
に
際
し
て
幕
命
で
、
共
同
で
事
業
に
当
た
っ
て
い
る
。

19
．
前
橋
城
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
４
）
８
４
・
５
×
６
０

　

元
禄
四
年
（
１
６
９
１
）
に
設
置
さ
れ
た
藩
校
好
古
堂
や
三
の
曲
輪
に
新
御
殿
の
記
載
が

あ
る
。
ま
た
、
高
浜
曲
輪
を
酒
井
弾
正
明
屋
敷
と
表
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弾
正
家
が
絶

家
と
な
る
享
保
七
年
（
１
７
２
３
）
以
降
の
前
橋
城
の
様
子
を
描
い
て
い
る
も
の
と
推
測
さ

れ
る
が
、
利
根
川
の
流
路
等
の
表
現
は
、
こ
れ
ま
で
の
酒
井
家
絵
図
と
は
異
な
る
。
城
内
に

は
曲
輪
名
、
家
臣
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
六
月
の
市
立
図
書
館
の
朱
印
が
押
さ

れ
て
お
り
、
前
橋
図
書
館
の
収
集
品
と
考
え
ら
れ
る
。
個
人
所
有
の
天
保
一
二
年
（
１
８
４

１
）
の
記
年
を
持
つ
絵
図
（
46
図
）
や
20
図
に
似
る
。

20
．
前
橋
城
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
７
）
１
０
４
・
５
×
８
０

　

酒
井
氏
時
代
の
絵
図
の
写
本
で
あ
る
。
三
ノ
曲
輪
に
新
御
殿
が
設
置
さ
れ
、
藩
校
好
古
堂

が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
元
禄
四
年
以
降
の
城
の
状
況
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る
。
19
図
と

よ
く
似
る
。「
前
橋
城
図
」「
本
図
約
二
百
五
十
年
前
」
の
文
字
は
後
か
ら
の
書
き
入
れ
と
思

わ
れ
る
。
前
橋
市
史
第
二
巻
三
三
〇
頁
の
正
幸
寺
所
有
の
前
橋
城
絵
図
に
も
よ
く
似
て
い

る
。
19
図
と
同
様
に
前
橋
図
書
館
の
収
集
品
と
考
え
ら
れ
る
。

２
．
松
平
大
和
守
時
代
の
城
絵
図

⑴
　
前
橋
入
府
時
の
前
橋
城
絵
図

21
．
前
橋
城
絵
図　
７
２
×
５
１
・
５

　

前
橋
市
史
六
巻
の
巻
頭
図
版
に
な
っ
て
い
る
絵
図
で
、
坪
呂
岩
門
の
前
に
大
き
な
岩
、
坪

呂
岩
を
描
い
て
い
る
。
朱
と
墨
の
濃
淡
で
描
か
れ
、
城
の
主
要
な
構
造
物
に
は
朱
墨
が
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
曲
輪
名
、
小
路
名
、
家
臣
名
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
本
丸
に
は
、
古
御
本

丸
、
新
御
本
丸
の
墨
書
が
あ
り
、
三
の
丸
に
本
丸
を
移
し
た
寛
延
四
年
（
１
７
５
１
）
以
降

の
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。
西
端
に
は
、「
文
政
二
巳
卯
年
九
月
十
五
日
写
之　

上
野
国
□
□

郡
前
橋
御
城
大
田
氏
縄
張
之
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
隅
に
は
、「
上
野
国
勢
多
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郡
上
泉
村
難
波
小
□
平　

求
」
と
あ
る
。

22
．
前
橋
城
絵
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
９
）
６
９
×
６
６
・
５

　

水
路
は
淡
い
藍
色
、
土
手
は
緑
、
道
は
黄
色
、
侍
屋
敷
は
茶
色
、
堀
は
淡
い
草
色
と
し
て

着
色
さ
れ
て
い
る
。
利
根
川
の
流
路
、
城
の
西
側
の
櫓
な
ど
か
ら
酒
井
家
の
時
代
の
前
橋
城

を
描
い
て
い
る
。

23
．
前
橋
城
絵
図
部
分
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
５
）
３
４
×
６
７
・
５

　

寛
延
二
年
姫
路
よ
り
前
橋
江
転
封
砌
之
絵
図　

「
布
施
」
の
朱
印

24
．
前
橋
城
絵
図
部
分
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
１
１
））
３
３
×
６
７
・
３

　

明
和
五
年
川
越
城
地
拝
領
引
移
時
分
之
絵
図　

「
布
施
」
の
朱
印

　

22
～
24
図
は
、
色
使
い
、
構
造
物
の
表
現
、
文
字
の
特
徴
な
ど
か
ら
、
同
一
の
作
者
に
よ

る
絵
図
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
　
川
越
移
城
の
頃
の
前
橋
城
絵
図

25
．
前
橋
城
絵
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
１
３
）
１
１
４
×
１
０
４

　

利
根
川
本
流
は
、
高
浜
曲
輪
に
直
接
突
き
当
た
り
、
本
丸
直
下
を
舐
め
る
様
に
、
浸
食
し

て
い
る
。

　

城
内
部
の
構
造
物
は
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
堀
・
水
路
は
薄
い
藍
、
道
を
黄
色
、
土
塁

は
緑
、
土
塀
は
白
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
城
内
外
に
は
、
住
ま
い
の
地
割
り
と
家
臣
名
が
墨

書
さ
れ
て
い
る
。
家
臣
名
は
松
平
大
和
守
家
の
も
の
で
あ
り
、
松
平
家
が
、
姫
路
か
ら
前
橋

に
入
府
直
後
の
状
況
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

26
．
松
平
家
前
在
城
当
時
前
橋
城
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
８
）
７
７
・
５
×
１
０
５

　

25
図
と
構
図
、
記
載
さ
れ
た
内
容
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
図
書
館
の
台
帳
で
は
明
治
四
四

年
一
月
松
田
善
二
郎
調
整
と
あ
る
。
前
橋
市
立
図
書
課
職
員
名
簿
に
は
松
田
の
名
前
は
無

い
。
25
図
、
27
図
と
と
も
に
図
書
館
に
よ
る
写
本
と
も
考
え
ら
れ
る
。

27
．
前
橋
城
侍
屋
敷
図
（
ｋ
２
２
２
１
４
０
）
８
３
・
５
×
１
１
５
・
５

　

25
図
と
同
じ
構
図
で
、
記
載
さ
れ
た
内
容
も
同
じ
で
あ
る
。
本
図
も
図
書
館
の
写
本
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
明
確
で
は
な
い
。

28
．
前
橋
城
御
築
城
地
割
図
（
ｋ
２
２
２
１
５
４
）
１
０
５
×
８
５

　

再
築
前
橋
城
の
建
設
前
の
前
橋
城
下
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
東
は
、
現
在
の
天
川
原
町

周
辺
ま
で
、
北
は
昭
和
町
周
辺
ま
で
広
く
描
い
て
い
る
。「
約
五
十
年
前
」
と
表
題
と
と
も

に
記
入
さ
れ
て
お
り
、
大
正
期
に
描
か
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑶
　
再
築
前
橋
城
絵
図

29
．
前
橋
城
周
辺
地
図
（
ｋ
２
２
２
３
９
７
）
７
４
×
７
５
・
７

　

再
築
前
橋
城
整
備
後
の
城
内
の
坪
数
及
び
城
下
町
の
家
臣
名
及
び
そ
の
配
置
を
記
し
て
い

る
。
前
橋
図
書
館
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
前
橋
城
を
挟
ん
で
利
根
川
の
上
流
側
に
虎
ヶ

淵
、
下
流
側
に
龍
ヶ
鼻
の
記
載
が
あ
る
。

30
．
再
築
前
橋
城
絵
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
１
）
４
２
・
５
×
４
５

　

再
築
前
橋
城
図
で
あ
る
。
道
、
明
地
を
山
吹
色
、
新
旧
の
堀
を
藍
色
の
濃
淡
、
新
旧
の
土

塁
を
墨
の
濃
淡
等
で
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
輪
の
坪
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
総
坪
数
七
万

九
百
九
拾
三
坪
二
分
と
あ
る
。

31
．
再
築
前
橋
城
絵
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
３
）
１
３
６
×
７
７
・
５

　

大
正
八
年
六
月
の
市
立
図
書
館
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
城
内
及
び
城
外
の
家
臣
名
と

屋
敷
割
が
書
か
れ
て
い
る
。
前
橋
城
を
挟
ん
で
、
利
根
川
の
上
流
側
に
虎
ケ
渕
、
下
流
側
に

龍
ケ
鼻
と
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。

32
．
再
築
前
橋
城
図
（
ｋ
２
２
２
１
５
２
）
１
４
７
×
１
２
７

　

道
を
山
吹
色
、
堀
を
藍
色
の
濃
淡
、
旧
土
塁
を
朱
色
で
表
現
し
て
い
る
。
曲
輪
の
坪
数
を

記
載
し
て
い
る
。

　

総
坪
数
七
万
千
百
十
七
坪
二
分
と
あ
る
。
中
村
金
三
郎
寄
贈
と
あ
る
。
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３
．
書
き
写
さ
れ
た
城
絵
図

⑴
　
昭
和
初
年
に
前
橋
図
書
館
に
よ
り
書
き
写
さ
れ
た
城
絵
図

33
．
前
橋
城
絵
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
１
０
）
８
３
・
５
×
５
９
・
５

　

３
図
の
延
宝
四
年
の
紀
年
を
持
つ
絵
図
の
写
し
で
あ
る
。
図
左
下
に
、
大
正
九
年
八
月
七

日
に
酒
井
伯
爵
家
の
原
本
か
ら
佐
野
八
蔵
が
写
し
た
旨
が
、
前
橋
図
書
館
司
書　

山
田
豊
蔵

に
よ
り
記
さ
れ
て
い
る
。
山
田
は
図
書
館
職
員
録
に
よ
れ
ば
、
大
正
六
年
か
ら
大
正
一
〇
年

ま
で
、
前
橋
市
立
図
書
館
に
在
籍
し
て
い
る
。

34
．
前
橋
城
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
６
）
１
２
２
・
５
×
１
１
３
・
５

　

９
図
を
模
写
し
て
い
る
。
33
図
と
同
様
に
、
右
下
隅
に
、
図
書
館
司
書
山
田
豊
蔵
に
よ

り
、
大
正
九
年
八
月
七
日　

佐
野
八
蔵
を
し
て
謄
写
し
た
と
あ
る
。
33
図
と
同
じ
日
付
で
あ

る
。

35
．
前
橋
城
住
屋
敷
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
１
２
）
１
２
８
×
１
０
２
・
５

　

25
図
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。
松
平
大
和
守
家
が
前
橋
に
入
府
し
て
間
も
な
い
頃
の
前
橋
城

を
描
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
大
正
六
年
九
月　

源　

龍
夫
寫
」
と
あ
る
。

36
．
前
橋
城
再
築
計
劃
図
（
ｋ
２
２
２
１
５
５
）
１
１
２
×
９
２
・
５

　

再
築
前
の
前
橋
城
の
地
割
り
に
、
再
築
前
橋
城
の
計
画
線
が
朱
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
。

右
隅
に
は
大
正
一
二
年
か
ら
昭
和
一
五
年
ま
で
、
前
橋
図
書
館
に
在
籍
し
、
館
長
を
務
め
た

佐
藤
雲
外
こ
と
佐
藤
錠
太
郎
が
、
宮
澤
熊
五
郎
の
書
き
記
し
た
図
を
模
写
し
た
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。
原
本
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
が
、
前
橋
城
と
再
築
前
橋
城
の
地
割
り
の
違
い
が
よ

く
わ
か
る
資
料
で
あ
る
。

37
．
上
野
国
群
馬
郡
前
橋
新
御
築
城
絵
図
（
ｋ
２
２
２
１
３
６
―
２
）
４
４
×
５
９
・
２

　

再
築
前
橋
城
図
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
曲
輪
の
坪
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
左
上
に
「
大
正

七
年
一
月
三
〇
日
吉
野
修
治
写
ス
」
と
あ
る
。
吉
野
修
次
は
大
正
五
年
か
ら
大
正
八
年
ま

で
、
前
橋
市
立
図
書
館
職
員
で
あ
っ
た
。
大
正
八
年
六
月
一
三
日
付
け
前
橋
図
書
館
の
日
付

印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

38
．
総
社
城
図
（
ｋ
２
２
２
３
９
５
）
１
２
６
・
６
×
９
６

　

秋
元
長
朝
に
よ
り
築
城
さ
れ
た
総
社
城
の
絵
図
で
あ
る
。
大
正
八
年
六
月
一
三
日
付
け
前

橋
図
書
館
の
日
付
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。「
龍
夫
写
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。
34
図
と
同
じ

源
龍
夫
で
あ
ろ
う
。

39
．
総
社
城
之
図
（
ｋ
２
２
２
３
９
４
）
７
８
×
５
４
・
５

　

38
図
と
同
様
に
総
社
城
図
で
あ
る
。
福
島
武
雄
寄
贈
と
あ
る
。
福
島
は
総
社
山
王
の
山
王

廃
寺
塔
跡
の
調
査
や
高
崎
市
保
渡
田
古
墳
群
の
調
査
な
ど
で
、
著
名
な
地
元
総
社
の
郷
土
史

家
で
あ
り
考
古
学
者
で
あ
る
。
図
中
央
下
に
は
福
島
本
人
に
よ
る
朱
書
き
が
残
さ
れ
て
い

る
。
大
正
九
年
四
月
一
五
日
付
け
前
橋
図
書
館
の
日
付
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

40
．
厩
橋
城
絵
図
（
ｋ
２
２
２
１
５
６
）
３
６
・
５
×
１
５
７

　

真
之
丸
馬
出
と
正
面
上
に
記
載
さ
れ
た
門
の
平
面
図
と
寛
延
前
後
の
前
橋
城
絵
図
の
本
城

付
近
の
み
の
絵
図
が
並
列
し
て
表
装
さ
れ
て
い
る
。
前
橋
図
書
館
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。
図
書
館
の
収
集
品
と
も
考
え
ら
れ
る
。

41
．
蒼
海
城
図
（
ｋ
２
２
２
３
９
３
）
８
１
・
５
×
７
６

　

元
総
社
町
に
あ
っ
た
蒼
海
城
（
総
社
城
）
の
城
絵
図
の
写
本
で
あ
る
。
大
正
八
年
六
月
一

三
日
付
け
の
前
橋
図
書
館
の
日
付
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
の
収
蔵
品
と
も
考
え
ら
れ

る42
．
前
橋
城
周
辺
地
図
（
Ｋ
２
２
２
３
９
８
）
１
５
７
・
５
×
１
０
８
・
２

　

13
図
の
前
橋
外
曲
輪
御
絵
図
と
同
構
図
、
同
内
容
で
あ
る
。
早
い
段
階
で
の
写
し
の
可
能

性
も
あ
る
。
前
橋
市
市
史
三
巻
に
は
、
こ
の
図
が
使
わ
れ
て
い
る
。
明
確
に
前
橋
図
書
館
の

模
写
と
は
断
定
で
き
な
い
。

43
．
前
橋
城
陣
屋
之
図
（
ｋ
２
２
２
―
８
６
）
１
０
５
×
７
５
・
７

　

寛
延
三
年
に
設
置
さ
れ
た
郡
代
所
、
前
橋
陣
屋
の
建
物
平
面
図
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
五
〇
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年
八
月
付
け
の
前
橋
図
書
館
の
日
付
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
柱
間
や
部
屋
名
等
が
記
さ
れ
て

い
る
。⑵

　
前
橋
市
史
編
纂
事
業
で
書
き
写
さ
れ
た
前
橋
城
絵
図

44
．
前
橋
城
絵
図
（
参
考
）
２
０
４
×
１
９
８

　

現
在
、
龍
海
院
所
有
で
、
群
馬
県
立
文
書
館
が
寄
託
管
理
し
て
い
る
前
橋
城
絵
図
で
あ
る
。

45
．
前
橋
城
絵
図
（
酒
井
２
）
２
７
１
×
２
４
５

　

44
図
の
龍
海
院
所
有
、
群
馬
県
立
文
書
館
寄
託
の
前
橋
城
絵
図
の
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。

　

前
橋
市
市
史
編
纂
室
と
箱
書
き
が
あ
り
、
市
史
編
纂
に
合
わ
せ
て
複
製
を
作
成
し
た
可
能

性
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
文
字
の
か
す
れ
や
、
不
明
な
箇
所
に
つ
い
て
も
克
明

に
模
写
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の
家
臣
名
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
故
意
の
間
違
い
か
、
あ

る
い
は
同
種
の
地
図
が
も
う
一
枚
存
在
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。





４
．
前
橋
城
絵
図
の
意
義
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前
橋
城
は
、
あ
る
意
味
幻
の
城
で
あ
る
。
中
世
後
期
に
長
野
氏
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
天

正
一
八
年
（
１
５
９
０
）
に
平
岩
親
吉
が
入
府
す
る
こ
と
で
、
近
世
城
郭
と
し
て
整
備
さ

れ
、
慶
長
六
年
（
１
６
０
１
）、
平
岩
に
替
わ
っ
て
酒
井
雅
楽
頭
重
忠
が
前
橋
城
に
入
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
以
後
、
一
五
〇
年
間
は
酒
井
雅
楽
頭
家
の
城
と
な
る
。
し
か
し
、
寛
延
二
年

（
１
７
４
９
）、
酒
井
家
は
姫
路
に
転
封
、
替
わ
っ
て
前
橋
に
入
っ
た
松
平
大
和
守
朝
矩
は
、

利
根
川
の
浸
食
に
耐
え
ら
れ
ず
、
川
越
に
移
城
し
て
し
ま
う
。
こ
の
移
城
に
よ
り
、
明
和
六

年
（
１
７
６
９
）
に
は
、
こ
の
時
ま
で
残
っ
て
い
た
前
橋
城
の
三
階
櫓
天
守
を
含
む
建
物
や

構
造
物
が
す
べ
て
破
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
利
根
川
の
洪
水
に
よ
り
城
地
を
削

ら
れ
な
が
ら
耐
え
て
き
た
も
っ
と
も
城
ら
し
い
近
世
前
期
の
前
橋
城
は
、
そ
の
姿
を
消
す
。

　

そ
の
後
、
幕
末
に
再
築
前
橋
城
が
整
備
さ
れ
る
が
、
そ
の
構
造
は
、
酒
井
の
城
と
比
べ
全

く
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
図
書
館
が
収
集
し
て
き
た
再
築
前
橋
城
絵
図
群
で

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
、
は
じ
め
て
そ
の
全
貌
を
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
た
酒
井
雅
楽
頭
家
に
伝
世
さ
れ
た

こ
と
が
明
ら
か
な
前
橋
城
絵
図
群
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
最
も
華
や
か
な
時
代
の
前
橋
城
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
資
料
群
で
あ
る
。
ま
た
、
前
橋
城
が
西
側
を
流
下
す
る
利
根
川

の
浸
食
に
よ
り
度
々
城
地
を
削
ら
れ
て
い
く
そ
の
過
程
や
、
そ
の
利
根
川
の
浸
食
を
瀬
替
え

に
よ
り
克
服
し
よ
う
と
す
る
酒
井
家
の
動
き
も
こ
の
絵
図
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
は
、
城
絵
図
と
と
も
に
保
管
さ
れ
て
い
た
上
野
国
絵
図
は
、
昭
和
五
二

年
の
前
橋
市
に
よ
る
調
査
で
は
、
現
在
、
群
馬
県
立
文
書
館
で
所
有
す
る
群
馬
県
指
定
重
要

文
化
財
『
元
禄
上
野
国
絵
図
』
の
写
本
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
再
調
査
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
寛
文
四
年
（
１
６
６
４
）
に
第
四
代
藩
主
酒
井
忠
清
が
高

崎
藩
主
安
藤
対
馬
守
重
博
と
と
も
に
幕
府
か
ら
作
成
を
命
じ
ら
れ
た
上
野
国
絵
図
の
下
図
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
さ
に
、
江
戸
時
代
前
期
の
幕
府
中
枢
で
活
躍
し

た
酒
井
雅
楽
頭
家
の
城
、
業
績
を
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
好
資
料
と
し
て
評
価
で
き
る
絵

図
群
と
な
っ
た
。

⑴
　
最
古
の
前
橋
城
絵
図

　

１
図
は
、
現
存
す
る
前
橋
城
絵
図
の
中
で
、
最
も
古
い
時
期
の
前
橋
城
を
描
い
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

　

本
図
は
、
現
存
す
る
前
橋
城
絵
図
の
中
で
は
、
龍
海
院
所
有
県
立
文
書
館
寄
託
の
前
橋
城

絵
図
44
図
と
並
ん
で
、
城
内
の
建
物
群
、
家
臣
名
が
詳
細
に
描
か
れ
た
資
料
で
あ
る
。
特

に
、
城
内
の
構
造
物
は
克
明
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
１
図
に
は
、
本
丸
か
ら
西
側

に
続
く
櫓
と
車
橋
門
脇
の
櫓
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
２
図
に
あ
る
寛
文
六
年
（
１

６
６
６
）
九
月
十
六
日
付
け
但
し
書
き
や
酒
井
家
文
書
「
寛
文
六
年
十
月
四
日
付
け
老
中
奉

書
」
に
書
か
れ
た
内
容
以
前
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
丸
西
之

方
櫓
壱
ヶ
所
外
曲
輪
櫓
壱
ヶ
所
新
規
ニ
立
申
度
覚
」
に
よ
る
、「
一
、
本
丸
西
之
方
櫓
壱
ヶ

所
外
曲
輪
巽
之
方
櫓
壱
ヶ
所
以
上
二
ヶ
所
新
規
立
申
度
事
」
の
申
請
時
の
状
況
を
示
し
て
い

る
と
い
え
る
。
ま
た
、『
直
泰
夜
話
』
に
は
、
寛
文
六
年
に
下
条
曲
輪
に
塩
焇
蔵
を
置
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
寛
文
六
年
以
前
あ
る
い
は
、
寛
文
六
年
に
限
り
な
く
近
い

時
期
の
前
橋
城
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
左
上
高
浜
曲
輪
の
北
に

後
補
さ
れ
た
付
箋
に
表
記
さ
れ
た
「
酉
の
八
月
十
四
日
」
は
、
寛
文
九
年
（
１
６
６
９
）
に

該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
、
寛
文
一
〇
年
、
一
一
年
の
『
酒
井
家
文
書
№
０
３
６
―

１
３
３
、
０
３
２
―
０
８
４
』
な
ど
の
忠
清
書
状
に
よ
る
虎
ヶ
渕
の
普
請
に
関
わ
る
記
事
と

対
応
す
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
付
箋
の
貼
ら
れ
た
箇
所
の
下
に
描
か
れ
て
い
る
絵

図
の
表
記
と
龍
海
院
絵
図
（
44
・
45
図
）
の
そ
れ
と
で
は
、
明
ら
か
に
、
利
根
川
に
よ
り
浸

食
を
受
け
る
前
の
状
況
と
受
け
た
後
の
状
況
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
図
を
最
古
の
絵
図
と
し
て
位
置
づ
け
、
本
図
が
最
初
に
描
か

れ
た
の
は
限
り
な
く
寛
文
六
年
に
近
い
時
期
と
し
た
。

　

な
お
、
龍
海
院
所
蔵
前
橋
城
絵
図
（
44
図
）
は
三
の
丸
の
東
に
屋
敷
を
持
つ
「
内
藤
半
左

衛
門
」（
代
々
、
半
左
衛
門
を
襲
名
）
が
「
内
藤
久
米
之
助
」
と
な
っ
て
い
る
。
酒
井
家
記

録
の
延
宝
八
年
（
１
６
８
０
）
に
内
藤
半
左
衛
門
の
倅
久
米
之
助
に
本
地
安
堵
と
あ
る
こ
と

か
ら
こ
の
記
事
前
後
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
　
酒
井
雅
楽
頭
家
に
よ
る
利
根
川
の
瀬
替
え

　

６
図
か
ら
９
図
は
利
根
川
の
瀬
替
え
の
状
況
を
表
し
て
い
る
。
特
に
６
図
は
、「
名
倉
八

兵
衛
見
分
之
新
堀
絵
図
」
と
い
う
表
題
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
瀬
替
え
を
明
確
に
意
図

し
た
図
面
で
あ
る
。
７
図
も
同
様
の
意
図
が
窺
え
る
図
面
で
あ
る
が
、
新
堀
の
位
置
が
異

な
っ
て
い
る
。
酒
井
家
記
録
に
は
元
禄
一
五
年
（
１
７
０
２
）
一
二
月
二
一
日
に
「
利
根
川
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の
西
に
堀
割
を
直
し
て
云
々
」
と
あ
り
、
６
図
、
あ
る
い
は
７
図
に
こ
の
記
事
が
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
宝
永
七
年
（
１
７
１
０
）
に
は
「
利
根
川
転
流
に
つ
き
地
替
え
」、
正
徳
二
年

（
１
７
１
３
）
に
は
「
新
川
を
開
堀
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
一
五
年
、
宝
永
七
年
の

記
事
に
該
当
す
る
の
が
７
図
、
正
徳
二
年
の
記
事
は
６
図
が
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
７
図
は
利
根
川
の
西
、
他
領
で
あ
る
総
社
領
に
あ
る
旧
河
道
の
堀
割
を
表
現
し

て
い
る
。
一
方
、
６
図
は
、
旧
河
道
と
は
別
に
、
河
原
に
新
た
に
堀
を
掘
っ
て
新
川
と
す
る

計
画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
酒
井
家
は
、
利
根
川
に
よ
り
削
ら
れ
る
城
地
を
食
い
止
め
る

た
め
、
利
根
川
の
西
に
あ
る
旧
河
道
を
改
修
し
て
西
側
へ
の
瀬
替
え
を
画
す
る
が
、
他
領
で

あ
る
た
め
、
領
地
替
え
も
辞
せ
ず
と
す
る
が
認
め
ら
れ
ず
、
結
局
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
よ

る
瀬
替
え
に
踏
み
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
察
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
な

お
、
９
図
に
見
る
よ
う
に
そ
の
後
も
下
流
側
に
新
堀
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
資
料

で
あ
る
。

　

酒
井
家
は
、
城
地
を
削
り
続
け
る
利
根
川
に
果
敢
に
挑
む
も
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
よ
る

瀬
替
え
が
裏
目
に
出
て
つ
い
に
は
、
高
浜
曲
輪
に
直
接
利
根
川
の
本
流
が
ぶ
つ
か
る
よ
う
に

な
り
、
城
地
の
河
川
浸
食
が
更
に
進
む
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

前
橋
か
ら
姫
路
へ
の
転
封
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

⑶
　
寛
文
の
上
野
国
絵
図
、
前
橋
藩
領
分
図

　

寛
文
の
上
野
国
絵
図
（
14
図
）、
前
橋
藩
領
分
図
（
15
～
17
図
）
は
酒
井
雅
楽
頭
家
に
伝

世
さ
れ
た
絵
図
群
で
、
今
回
の
指
定
に
か
か
る
調
査
に
お
い
て
新
た
に
再
確
認
さ
れ
た
資
料

で
あ
る
。

　

寛
文
郷
帳
の
存
在
や
徳
川
実
紀
、
酒
井
家
資
料
な
ど
の
記
述
か
ら
寛
文
四
年
に
前
橋
藩
酒

井
雅
楽
頭
家
と
高
崎
藩
安
藤
対
馬
守
家
は
、
幕
府
か
ら
上
野
国
絵
図
の
作
成
を
命
じ
ら
れ
た

こ
と
が
知
れ
る
が
、
そ
の
図
は
こ
れ
ま
で
所
在
不
明
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
、
本

絵
図
帳
に
掲
載
し
た
14
図
は
、
こ
の
寛
文
の
上
野
国
絵
図
の
下
図
で
あ
る
こ
と
が
、
群
馬
県

立
文
書
館
と
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
回
の
絵
図
群
調
査
の
中
で
は
、
最
大

の
発
見
と
な
っ
た
。
調
査
は
ま
だ
途
上
で
あ
り
、
今
後
の
詳
細
な
調
査
に
委
ね
た
い
。

46. 天保絵図（個人蔵）
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⑷
　
後
世
に
書
き
写
さ
れ
る
城
絵
図

　

酒
井
時
代
の
前
橋
城
絵
図
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
な
っ
て
、
何
度
も
書
き
写
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
19
図
の
絵
図
は
、
同
様
な
モ
チ
ー
フ
が
何
点
か
現
存
し
、
中
に
は
46

図
（
個
人
蔵
）
の
よ
う
に
天
保
期
に
個
人
が
書
き
写
し
た
も
の
も
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
こ

の
城
絵
図
が
、
何
か
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
描
か
れ
、
模
写
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

も
考
え
ら
れ
る
。
一
〇
〇
年
以
上
も
前
の
城
の
状
況
を
描
い
た
絵
図
を
書
き
写
し
、
残
す
と

言
う
こ
と
に
何
か
特
別
な
意
味
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
47
図
（
個
人
蔵
）
は
、
描

か
れ
た
年
代
が
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
家
臣
名
な
ど
か
ら
天
保
期
の
城
絵
図
で
、
特
に
前

橋
陣
屋
の
状
況
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
陣
屋
絵
図
と
し
て
著
名
な
も
の
で
あ

る
。
48
図
（
個
人
蔵
）
は
こ
れ
も
家
臣
の
一
人
が
描
い
た
再
築
前
橋
城
築
城
開
始
前
の
状
況

を
示
し
た
絵
図
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
明
和
六
年
（
１
７
６
９
）
の
城
破
却
の
状

況
と
そ
れ
以
降
の
旧
本
丸
、
二
の
丸
周
辺
の
荒
廃
し
た
様
子
、
一
部
が
水
田
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

⑸
　
前
橋
市
立
図
書
館
の
書
き
写
し
た
絵
図
群

　

前
橋
市
立
図
書
館
は
大
正
四
年
に
創
建
さ
れ
た
、
群
馬
県
内
で
も
最
古
の
歴
史
を
誇
る
公

立
図
書
館
で
あ
る
。
前
橋
市
立
図
書
館
は
そ
の
図
書
館
草
創
期
に
、
前
橋
の
歴
史
資
料
を
中

心
に
積
極
的
に
収
集
に
あ
た
っ
て
い
る
。
今
回
の
後
半
で
紹
介
し
た
絵
図
群
の
多
く
は
、
こ

の
図
書
館
草
創
の
時
期
に
集
め
ら
れ
た
資
料
群
で
あ
る
。
そ
の
当
時
の
図
書
館
員
達
は
、
ま

だ
、
東
京
の
酒
井
伯
爵
家
に
あ
っ
た
絵
図
群
を
克
明
に
模
写
し
、
前
橋
市
立
図
書
館
に
残
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

特
に
、
大
正
か
ら
昭
和
の
初
年
に
か
け
て
図
書
館
員
あ
る
い
は
館
長
と
し
て
活
躍
す
る
佐

藤
錠
太
郎
（
雲
外
）
は
、
当
時
の
郷
土
歴
史
雑
誌
「
上
毛
及
び
上
毛
人
」
に
前
橋
の
歴
史
資

料
や
、
前
橋
城
に
関
す
る
多
く
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
前
橋
市
立
図
書
館
が
そ
の
草
創

期
に
、
郷
土
資
料
館
や
博
物
館
的
な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
こ
と
を
証
す
る
資
料
で

あ
り
、
既
に
、
原
本
が
現
存
し
な
い
資
料
も
あ
る
こ
と
か
ら
前
橋
市
立
図
書
館
の
当
時
の
仕

事
は
現
在
、
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
当
に
知
の
殿
堂
と
し
て
の
図
書
館
を
表
出
す
る

資
料
群
で
あ
る
。

47. 天保期の城絵図（個人蔵）
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